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≪　春の小川　≫

春の　小川は　さらさら　いくよ
岸の　すみれや　レンゲの　花に
すがた　やさしく　色　うつくしく
咲いて　いるねと　ささやきながら


≪　シャボン玉　≫

シャボン玉とんだ　屋根までとんだ
屋根までとんで　　壊れてきえた
シャボン玉きえた　飛ばずにきえた
うまれてすぐに　　壊れてきえた
風々吹くな　　　　しゃぼん玉とばそ
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≪　北上夜曲　≫

におい　やさしい　白百合の
濡れて　いるよな　あのひとみ
思い出すのは　思い出すのは
北上川原の　月の夜

≪　春が来た　≫

春がきた　春がきた　どこにきた
山にきた　里にきた　野にもきた
花が咲く　花が咲く　どこに咲く
山に咲く　里に咲く　野にも咲く
鳥がなく　鳥がなく　どこでなく
山でなく　里でなく　野でもなく
	
≪　背くらべ　≫

柱の　きずは　おととしの
５月５日の　背くらべ
ちまき　食べ食べ　兄さんが
はかって　くれた　背のたけ
きのう　くらべりゃ　なんのこと
やっと　羽織の　紐のたけ


≪　村の鍛冶屋　≫

しばしも　やすまず　つちうつ　ひびき
とびちる　ひばなよ　はしるゆだま
ふいごの　かぜさえ　いきをもつかず
しごとに　せいだす　村の鍛冶屋


≪　おぼろ月夜　≫

菜の花　畑に　入日うすれ
見わたす　山のは　かすみふかし
春風　そよふく　空を　見れば
夕月　かかりて　におい　あわし


≪　寒い朝　≫

北風　吹きぬく　寒い朝も　
心ひとつで　あたたかくなる　
清らかに　咲いた　かれんな花を
みどりに　かざして　今日も　あゝ
北風の中に　聞こうよ　春を
北風の中に　聞こうよ　春を
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